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スマートパークWG 
けいはんな記念公園の課題と取り組み 



けいはんな記念公園とは 

正式名称： 
   京都府立関西文化学術研究都市記念公園 

国土地理院webより引用 

◆学研都市の記念公園 
 
◆平安建都1200年事業の庭園 
 
◆環境共生 



◆面 積：  24.1ha 

◆施設費：  約60億円 

◆開 園：  平成7年4月29日 

◆所 有：  京都府 

◆管 理：  指定管理者 植彌加藤造園株式会社 

        平成18年6月 ～ 現在 第4期 

◆入園者数： 年間 約60万人（有料区域 約8万人） 

けいはんな記念公園の概要 



関西の文化を広がりのある空間で表現 

里の風景 

大阪府 千早赤阪村 

  
 …里の風景の再現 
  
 …里の風景をデザイン 
  
 …里山の保全 

 
 

広場・谷あい 
  
庭園（水景園） 
  
芽ぶきの森 
  

 
 



水景園 
 



里棚田 

水景園（池泉回遊式日本庭園）   

紅葉谷 



芽ぶきの森 



芽ぶきの森 

芽ぶきの森 秋 

芽ぶきの森 春 



芝生広場・谷あい 



芝生広場 （無料区域） 

芝生広場 

芝生広場 桜 



谷あい （無料区域） 

谷あい 果樹・松 

谷あい 竹林 



管理費 

活発な 
利用 

地域との
調和 

環境 

目指すもの（課題） 



・散策 
・寄合場所 
・体を動かしたあそび場所 
・ポケモンGO 
・イベント参加 
・観光は少なめ 
 etc. 

利用者の特徴 

多様な利用形態 

情報の得方も多様 
最新機器への抵抗感の有無 
積極的なかかわりを嫌う方も… 

利用者層 

・幅広い 
・特にシルバー世代 
   子育て世代 
 
 
 
 
 
・３０分圏内 

年齢 

人数 



・人・駐車場の混雑状況 
・異なる季節の景色 
・最小限でありながら目を引く案内や掲示 

利用者の特徴にあった展開 

新技術の展示場 

多彩な発信手法 

効率化と高速化 

・天候や利用状況にあわせた自動散水 
・モビリティ（移動性向上＋行きづらい森へ） 
・掲示板や案内の機能向上 
・広報力の向上・利用者の情報取得性の向上 

自由な 
時間 ・新たな暮らし方 

・防災 
・省エネ 



デジタルサイネージ 

スマートライト・防犯カメラ 

環境センサー 

公園スマート化事業 



活発な 
利用 

地域と
の調和 

環境
保全 

その他 課題 

・野生生物情報の共有 
・森の活用 
 

・周辺住民・立地施設の協力 

・犬の放し飼いなど違反行為 
・夜間の不審者対策 
・施設・設備の老朽化 
・広報 
・アクセスの悪さ 
・夏・冬の利用者の少なさ 
・天候による影響の大きさ 
 

・犬の放し飼いなど違反行為 
・夜間の不審者対策 
・施設・設備の老朽化 
・広報 
・天候の影響が非常に大きい 
・野生生物情報の共有 
・園内の移動（駐車場の遠さ） 
・芽ぶきの森の活用 
・アクセスの悪さ 
・ 



ありがとうございました 


